
科目名 開講時期 必修・選択 科目区分 単位（時間） 科目責任者

看護管理・国際看護 ３年次 前期 必修 講義 １単位（１５時間） 霜垣 美由紀 ※

授 業 概 要

看護実践に必要な組織的な管理・運営の意義を学び、看護を必要とする人々に対し、組織のしくみを理解すること

で、どのように看護が提供されているか現状を知る。看護管理は、新しいヘルスケアシステムを創造し、チームや組

織、システムを動かしていく活動であり、病院だけでなく地域の保健医療福祉の場へと拡大している。看護管理は、

管理者だけでなく、看護ケアを提供する全ての看護職者が担う役割である。ここではその基礎的知識を学ぶことを狙

いとする。

グローバリゼーションがますます進展している現在、他国の看護事情について知識を持ち、各国の文化・習慣・国

民性・民族性に関して理解を深める。多文化共生社会の中で自己理解、他者理解のもと必要な看護が提供できる基礎

的能力を養う。

到 達 目 標

１．看護管理を学ぶ意義を説明する。

２．組織の基本形態を理解し組織における看護管理を説明する。

３．看護の質保証のために必要なマネジメントについて説明する。

４．資源管理・情報管理、危機管理について説明する。

５．組織におけるキャリア開発と人的資源について説明する。

６．医療制度・医療提供体制・諸制度について理解する。

７．他国の文化・習慣・国民性・民族性・看護事情について関心を示し、多様性を認める。

８．看護の国際協力の理念と組織、具体的なプログラムを知る。

実務経験のある教員

霜垣美由紀：臨床現場での経験をふまえ、看護管理の基本や重要性を教授する。

回 学 習 内 容 担当教員

1-6

7-8

１．看護管理概論

１）看護管理とは・看護管理プロセス・管理行動

２）組織とマネジメント

２．看護サービスのマネジメント

１）看護サービスと質保証

２）看護サービス提供のしくみづくり・看護提供システム（PNS）

３．チーム医療と多職種連携

４．資源管理・情報管理・危機管理

５．看護におけるリーダーシップ

６．看護職のキャリアマネジメント

１）自己のキャリア形成

２）人材育成・継続教育

７．日本の医療制度と看護を取り巻く諸制度

８．国際看護

１）国際看護学の定義と文化を考慮した看護理論

２）グローバルヘルスの変遷、概念、目的

３）国際協力のしくみ

４）国際看護活動の実際

霜垣 美由紀※

外部講師

学 習 方 法

講義、個人ワーク、課題学習など

評 価 方 法

〔評価方法〕 科目修了試験、レポート、詳細は授業初回に提示する。

先 修 科 目

なし

教科書、参考書

〔教科書〕

系統看護学講座 統合分野 看護の統合と実践[１] 看護管理    上泉和子 他   医学書院

公衆衛生看護．jp 荒賀直子 インターメディカル

〔参考書〕

看護管理学,自立し協働する専門職の看護マネジメントスキル 改訂第 2 版 手島恵他 南江堂

学習課題とクイズで学ぶ看護マネジメント入門 第 2版 原玲子  日本看護協会出版会


